
<利益相反開示項目> 該当する場合は具体的な企業名(団体名)を記載する。

＜利益相反事項の開示＞

開示項目 企業名 開示項目 企業名

4
日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

アストラゼネカ㈱

7 中外製薬㈱

鈴木　雅 4
日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

アストラゼネカ㈱

5 日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

正木　克宜 7
(公財)西川医療振興財団

(一社)日本アレルギー学会

4 ファイザー㈱

6 ㈱キュア・アップ

大和　浩 1 ティーペック㈱

アドバイザー

吉井　千春
4 ファイザー㈱

＜開示すべきCOIがない委員＞

委員長：田坂　定智

委員：宇野　友康、大森　久光、舘野　博喜、玉置　伸二、友田　恒一、中村　秀範、西　耕一、福島　千鶴、三木　誠、

アドバイザー：阿部　眞弓

●COI（利益相反）について

氏名
利益相反事項

氏名
利益相反事項

1. 企業や営利を目的とした団体の役員,顧問職の有無と報酬額(1 つの企業・団体からの報酬額が年間 100 万円以上)

2. 株の保有と,その株式から得られる利益(1つの企業の年間の利益が 100万円以上,あるいは当該株式の5%以上を有する場合)

3. 企業や営利を目的とした団体から支払われた特許権使用料(1 つの特許権使用料が年間 100 万円以上)

4.企業や営利を目的とした団体から会議の出席(発表)に対し,研究者を拘束した時間・労力に対して支払われた日当（講演料など）(1つの企

業・団体からの年間の講演料が合計 50万円以上)

5. 企業や営利を目的とした団体がパンフレットなどの執筆に対して支払った原稿料(1 つの企業・団体からの年間の原稿料が合計50万円以上)

6. 企業や営利を目的とした団体が提供する研究費(1 つの医学系研究(治験,共同研究,受託研究など)に対して、申告者が実質的に使途を定めて

取得した研究契約金の総額が年間 100万円以上)

7. 企業や営利を目的とした団体が提供する奨学(奨励)寄付金(1 つの企業・団体から,申告者個人または申告者が所属する講座・分野または研

究室に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る寄付金の総額が年間 100万円以上)

8. 企業などが提供する寄付講座に申告者が所属している場合 (申告者が実質的に使途を決定し得る寄付金の総額が年間100万円以上)

9. 研究とは直接無関係な旅行,贈答品などの提供(1つの企業・団体から受けた総額が年間5万円以上)

村松　弘康

副委員長

長瀬　隆英

6

MSD㈱

IQVIA

ヤンセンファーマ㈱

アムジェン㈱

小野薬品工業㈱

日本イーライリリー㈱

中外製薬㈱

ファイザー㈱

武田薬品工業㈱

ブリストル・マイヤーズスクイブ㈱

EPS㈱

アッヴィ㈱

日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

里内　美弥子

ファイザー㈱

アストラゼネカ㈱

MSD㈱

中外製薬㈱

大鵬薬品工業㈱

ノバルティスファーマ㈱

日本イーライリリー㈱

日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

ブリストル・マイヤーズスクイブ㈱

4

日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

アストラゼネカ㈱

杏林薬品㈱

帝人在宅医療㈱

4

津田　徹


